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(57)【要約】
【課題】床面を無垢材で仕上げつつ無垢材の膨張・収縮 
による不具合を解消できる室内構造を提供する。
【解決手段】この室内構造は、床材１上に無垢仕上げ床 
板２が敷かれた構造であり、無垢仕上げ床板２・２同士 
を離した不連続箇所に間仕切り壁５が位置しており、無 
垢仕上げ床板２の厚さと同じ厚さを有する板材６が、上 
記不連続箇所の床材１上に配置されて間仕切り壁５の下 
面を受けており、無垢仕上げ床板２の縁が板材６の縁か 
ら離間している。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 床 材 上 に 無 垢 仕 上 げ 床 板 が 敷 か れ て お り 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 同 士 を 離 し た 不 連 続 箇 所  
に 間 仕 切 り 壁 が 位 置 し て お り 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 厚 さ と 同 じ 厚 さ を 有 す る 板 材 が 、 上  
記 不 連 続 箇 所 の 上 記 床 材 上 に 配 置 さ れ て 上 記 間 仕 切 り 壁 の 下 面 を 受 け て お り 、 上 記 不 連 続  
箇 所 の 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 縁 が 上 記 板 材 の 縁 か ら 離 間 し て い る こ と を 特 徴 と す る 室 内 構  
造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 室 内 構 造 に お い て 、 上 記 間 仕 切 り 壁 は 、 フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に  
貼 ら れ た 壁 下 地 材 と を 備 え て お り 、 上 記 板 材 の 横 幅 は 、 上 記 フ レ ー ム の 横 幅 と 同 じ で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 室 内 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 室 内 構 造 に お い て 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 縁 が 、 上 記 壁 下 地 材 の 下 方  
に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 室 内 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 室 内 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 上 記 床 材 の  
施 工 後 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 を 配 置 す る 前 の 段 階 で 、 上 記 間 仕 切 り 壁 が 設 置 さ れ る べ き 箇  
所 に 、 上 記 板 材 お よ び 上 記 間 仕 切 り 壁 を 設 置 す る 工 程 と 、 上 記 床 材 上 に 上 記 無 垢 仕 上 げ 床  
板 を 配 置 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 室 内 構 造 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 室 内 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 上 記 床 材 の  
施 工 後 、 上 記 間 仕 切 り 壁 が 設 置 さ れ る べ き 箇 所 を 空 け た 状 態 で 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 を 、  
上 記 間 仕 切 り 壁 よ り も 先 に 配 置 す る 工 程 と 、 上 記 空 け ら れ た 箇 所 に 上 記 間 仕 切 り 壁 を 設 置  
す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 室 内 構 造 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 床 上 に 間 仕 切 り 壁 が 配 置 さ れ る 室 内 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 室 内 の 床 面 の 下 方 に 敷 設 さ れ た 敷 設 部 と 、 上 記 床 面 に 載 置 さ れ た 間 仕  
切 り 壁 と 、 上 記 間 仕 切 り 壁 に 設 け ら れ 、 上 記 間 仕 切 り 壁 を 上 記 床 面 に 固 定 す る 固 定 部 と 、  
を 具 備 す る 間 仕 切 り 壁 の 固 定 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 建 物 の 室 内 を フ ロ ー リ ン グ す る の に 使 用 さ れ る フ ロ ー リ ン グ 用 の 無 垢  
の 木 目 床 板 材 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ７ ３ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ０ ９ ９ ４ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 無 垢 材 は 、 水 分 の 吸 収 に よ っ て 膨 張 し 、 乾 燥 時 に は 収 縮 す る 性 質 を 有 す る 。 こ の た め 、  
上 記 従 来 の 間 仕 切 り 壁 の 固 定 構 造 に お い て 、 床 面 が 無 垢 材 で 仕 上 げ ら れ た 場 合 、 こ の 無 垢  
材 の 膨 張 ・ 収 縮 に よ っ て 間 仕 切 り 壁 の 下 端 側 が 移 動 す る た め 、 当 該 間 仕 切 り 壁 の 下 部 位 置  
が ず れ る 等 の お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の 事 情 に 鑑 み 、 床 面 を 無 垢 材 で 仕 上 げ つ つ 無 垢 材 の 膨 張 ・ 収 縮 に よ る  
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不 具 合 を 解 消 で き る 室 内 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 室 内 構 造 は 、 床 材 上 に 無 垢 仕 上 げ 床 板 が 敷 か れ て お り 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板  
同 士 を 離 間 さ せ た 不 連 続 箇 所 に 間 仕 切 り 壁 が 位 置 し て お り 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 厚 さ と  
同 じ 厚 さ を 有 す る 板 材 が 、 上 記 不 連 続 箇 所 の 上 記 床 材 上 に 配 置 さ れ て 上 記 間 仕 切 り 壁 の 下  
面 を 受 け て お り 、 上 記 不 連 続 箇 所 の 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 縁 が 上 記 板 材 の 縁 か ら 離 間 し て  
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 構 成 で あ れ ば 、 上 記 不 連 続 箇 所 に お い て 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 縁 が 上 記 板 材 の  
縁 か ら 離 間 し 、 無 垢 材 が 膨 張 ・ 収 縮 し て も 上 記 間 仕 切 り 壁 の 床 側 位 置 に 変 化 は 生 じ な い の  
で 、 無 垢 材 の 膨 張 ・ 収 縮 で 上 記 間 仕 切 り 壁 の 下 部 位 置 が ず れ る 等 の 不 具 合 が 回 避 さ れ る 。  
ま た 、 上 記 板 材 は 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 厚 さ と 同 じ 厚 さ を 有 す る の で 、 こ れ ま で 使 用 し  
て い た 間 仕 切 り 壁 を 、 特 に 変 更 す る こ と な く 、 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 間 仕 切 り 壁 は 、 フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に 貼 ら れ た 壁 下 地 材 と を 備 え て お り 、 上  
記 板 材 の 横 幅 は 、 上 記 フ レ ー ム の 横 幅 と 同 じ で あ っ て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 上 記 板 材 の  
横 幅 が 上 記 フ レ ー ム の 横 幅 よ り も 狭 く さ れ た 場 合 の 上 記 フ レ ー ム に 対 す る 支 持 不 具 合 を 防  
止 で き 、 ま た 、 上 記 板 材 の 横 幅 が 上 記 フ レ ー ム の 横 幅 よ り も 広 く さ れ た 場 合 に 上 記 離 間 箇  
所 が 上 記 間 仕 切 り 壁 か ら 離 れ る お さ ま り に な る の を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 縁 が 、 上 記 壁 下 地 材 の 下 方 に 位 置 し て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 上  
記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 膨 張 ・ 収 縮 で 当 該 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 縁 位 置 が 移 動 し て も 、 こ の 縁 位 置  
の 移 動 範 囲 を 上 記 壁 下 地 材 の 幅 内 に 収 め る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 の 室 内 構 造 の 施 工 方 法 は 、 上 記 の 室 内 構 造 を 作 製 す る た め の 施 工 方 法 で あ っ て  
、 上 記 床 材 の 施 工 後 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 を 配 置 す る 前 の 段 階 で 、 上 記 間 仕 切 り 壁 が 設 置  
さ れ る べ き 箇 所 に 、 上 記 板 材 お よ び 上 記 間 仕 切 り 壁 を 設 置 す る 工 程 と 、 上 記 床 材 上 に 上 記  
無 垢 仕 上 げ 床 板 を 配 置 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 或 い は 、 こ の 発 明 の 室 内 構 造 の 施 工 方 法 は 、 上 記 の 室 内 構 造 を 作 製 す る た め の 施 工 方 法  
で あ っ て 、 上 記 床 材 の 施 工 後 、 上 記 間 仕 切 り 壁 が 設 置 さ れ る べ き 箇 所 を 空 け た 状 態 で 、 上  
記 無 垢 仕 上 げ 床 板 を 、 上 記 間 仕 切 り 壁 よ り も 先 に 配 置 す る 工 程 と 、 上 記 空 け ら れ た 箇 所 に  
上 記 間 仕 切 り 壁 を 設 置 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 で あ れ ば 、 無 垢 材 が 膨 張 ・ 収 縮 し て も 間 仕 切 り 壁 の 床 側 の 位 置 に 変 化 は 生 じ な い  
の で 、 間 仕 切 り 壁 の 下 部 位 置 が ず れ る 等 の 不 具 合 が 回 避 さ れ る 。 ま た 、 間 仕 切 り 壁 を 受 け  
る 板 材 は 、 上 記 無 垢 仕 上 げ 床 板 の 厚 さ と 同 じ 厚 さ を 有 す る の で 、 こ れ ま で 使 用 し て い た 間  
仕 切 り 壁 を 、 特 に 変 更 す る こ と な く 、 使 用 す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の 室 内 構 造 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 の 室 内 構 造  
で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 床 材 １ 上 に 、 無 垢 材 か ら な る 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ が 配 置 さ れ る 。  
無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 厚 さ は 、 例 え ば 、 １ ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 床 材 １ は 、 例 え ば 、 大 引 き ３ 上 に ビ ス 固 定 さ れ た 下 地 板 １ １ と 、 こ の 下 地 板 １ １ 上 に 貼  
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ら れ た 捨 て 貼 り 合 板 １ ２ と か ら な る 。 大 引 き ３ は 、 束 ４ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 束 ４ は  
図 示 し な い 床 コ ン ク リ ー ト 上 に 設 置 さ れ る 。 ま た 、 大 引 き ３ の 周 囲 位 置 に は 断 熱 材 が 設 け  
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ ・ ２ 同 士 は 、 床 材 １ 上 で 離 れ て 配 置 さ れ て お り 、 こ の 不 連 続 箇 所 に 間  
仕 切 り 壁 ５ の 下 部 側 が 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 間 仕 切 り 壁 ５ は 、 例 え ば 、 木 製 の フ レ ー ム ５ １ と 、 こ の フ レ ー ム ５ １ に 貼 ら れ た 壁 下 地  
材 ５ ２ と を 備 え て い る 。 フ レ ー ム ５ １ の 横 幅 （ 厚 さ ） は 、 例 え ば 、 ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。 壁 下  
地 材 ５ ２ は 、 例 え ば 、 厚 さ が １ ２ ． ５ ｍ ｍ の 石 膏 ボ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 不 連 続 箇 所 の 床 材 １ 上 に は 、 合 板 か ら な る 板 材 ６ が 位 置 し て い る 。 板 材 ６ の  
厚 さ （ 高 さ ） は 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 厚 さ （ 高 さ ） と 同 じ １ ５ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 板 材 ６  
の 横 幅 は 、 フ レ ー ム ５ １ の 横 幅 と 同 じ ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。 板 材 ６ は 、 間 仕 切 り 壁 ５ の 延 設 方  
向 （ 紙 面 垂 直 方 向 ） に 長 尺 で あ り 、 例 え ば 、 １ ８ ２ ０ ｍ ｍ の 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 不 連 続 箇 所 の 床 材 １ 上 に お い て 、 板 材 ６ は 、 フ レ ー ム ５ １ の 下 フ レ ー ム 部 の 下 面 を  
受 け て い る 。 こ の 下 フ レ ー ム 部 に 対 し て 上 側 か ら 打 ち 込 ま れ た ビ ス は 、 板 材 ６ に も 貫 通 し  
て 床 材 １ に 至 り 、 下 フ レ ー ム 部 と 板 材 ６ と が 一 体 的 に 床 材 １ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 は 、 板 材 ６ の 縁 か ら 離 間 し て お り 、 こ れ に よ っ て 隙 間 Ｇ が 形 成 さ  
れ て い る 。 こ の 離 間 の 距 離 の 最 低 値 は 、 冬 場 に お い て 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ が 最 も 収 縮 し て い  
た 状 態 で 施 工 さ れ た と し 、 梅 雨 時 に 最 も 伸 び た と し て も 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 が 板 材 ６  
の 縁 に 当 た ら な い と す る 観 点 か ら 決 定 さ れ る 。 上 記 離 間 の 距 離 の 最 低 値 は 、 例 え ば 、 ３ ｍ  
ｍ 程 度 で あ る 。 一 方 、 離 間 の 距 離 の 最 高 値 は 、 例 え ば 、 壁 下 地 材 ５ ２ の 厚 さ よ り も 小 さ い  
値 と し て い る 。 壁 下 地 材 ５ ２ の 厚 さ が 例 え ば １ ２ ． ５ ｍ ｍ で あ る 場 合 、 離 間 の 距 離 の 最 高  
値 は 、 例 え ば 、 １ ０ ｍ ｍ 程 度 と さ れ る 。 こ の よ う に 、 壁 下 地 材 ５ ２ の 厚 さ を 考 慮 し た １ ０  
ｍ ｍ 程 度 と す る 離 間 距 離 で 施 工 す る 場 合 、 壁 下 地 材 ５ ２ に 少 し 掛 か る 程 度 で 無 垢 仕 上 げ 床  
板 ２ の 縁 を 位 置 さ せ れ ば 上 記 １ ０ ｍ ｍ 程 度 が 確 保 さ れ る こ と に な る の で 、 床 仕 上 げ 施 工 が  
簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 は 、 例 え ば 、 壁 下 地 材 ５ ２ の 下 端 の 下 方 に 位 置 し て い る 。 ま た 、  
無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 の 上 面 と 、 壁 下 地 材 ５ ２ に 貼 ら れ た 壁 紙 の 下 部 表 面 と に よ る 角 部 に  
は 、 巾 木 ７ が 配 置 さ れ て い る 。 巾 木 ７ は 、 上 記 壁 紙 に 接 着 さ れ て お り 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２  
の 縁 の 移 動 の 影 響 を 受 け な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か か る 構 成 の 室 内 構 造 で あ れ ば 、 上 記 不 連 続 箇 所 に お い て 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 が 板  
材 ６ の 縁 か ら 離 間 し た 離 間 箇 所 （ 隙 間 Ｇ ） を 有 し て お り 、 無 垢 材 が 膨 張 ・ 収 縮 し て も 間 仕  
切 り 壁 ５ の 床 側 の 位 置 に 変 化 は 生 じ な い の で 、 間 仕 切 り 壁 ５ が 傾 く 等 の 不 具 合 を 回 避 す る  
こ と が で き る 。 ま た 、 板 材 ６ は 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 厚 さ と 同 じ 厚 さ を 有 す る の で 、 こ れ  
ま で 使 用 し て い た 、 例 え ば 、 カ ラ ー フ ロ ア 用 の 間 仕 切 り 壁 を 、 特 に 変 更 す る こ と な く 、 こ  
の 室 内 構 造 の 間 仕 切 り 壁 ５ と し て 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 板 材 ６ の 横 幅 が フ レ ー ム ５ １ の 横 幅 と 同 じ で あ る と 、 板 材 ６ の 横 幅 が フ レ ー ム ５ １ の 横  
幅 よ り も 狭 く さ れ た 場 合 の フ レ ー ム ５ １ に 対 す る 支 持 不 具 合 を 防 止 で き 、 ま た 、 板 材 ６ の  
横 幅 が フ レ ー ム ５ １ の 横 幅 よ り も 広 く さ れ た 場 合 に 上 記 離 間 箇 所 が 間 仕 切 り 壁 ５ か ら 離 れ  
る お さ ま り に な る の を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 が 、 壁 下 地 材 ５ ２ の 下 方 に 位 置 す る と 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 膨 張  
・ 収 縮 で 当 該 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 位 置 が 移 動 し て も 、 こ の 移 動 範 囲 を 壁 下 地 材 ５ ２ の 横  
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幅 （ 厚 さ ） 内 に 収 め る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 壁 下 地 材 ５ ２ に 縁 が 少  
し 掛 か る 程 度 で 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ を 配 置 す れ ば よ い 施 工 と な る の で 、 床 仕 上 げ 施 工 が 簡 単  
に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 縁 が 板 材 ６ の 縁 か ら 離 間 し た 離 間 箇 所 は 、 上 記 の 例 で は 、 隙  
間 Ｇ で あ っ た が 、 こ の よ う な 隙 間 Ｇ で は な く 、 上 記 離 間 箇 所 に 圧 縮 変 形 可 能 な 弾 性 部 材 が  
配 置 さ れ て も よ い 。 こ の 弾 性 部 材 の 幅 は 、 上 記 離 間 の 距 離 の 最 低 値 乃 至 最 大 値 の 範 囲 で 設  
定 さ れ る 。 上 記 弾 性 部 材 を 配 置 す る こ と で 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ が 壁 下 地 材 ５ ２ の 下 方 に 差  
し 込 ま れ る 際 に 、 こ の 差 し 込 み に よ る 当 た り を 作 業 者 に 分 か ら せ る こ と が で き る 。 作 業 者  
は 、 上 記 弾 性 部 材 の 当 た り を 感 じ て 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 押 し 込 み を 止 め る こ と で 、 規 定 の  
離 間 距 離 が 確 保 さ れ た 状 態 で 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ を 配 置 で き る 。 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ が 膨 張 し  
た 際 に は 、 上 記 弾 性 部 材 は 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ に 押 さ れ て 縮 む こ と が で き る 。 上 記 弾 性 部  
材 の 厚 さ （ 高 さ ） を 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ の 厚 さ （ 高 さ ） よ り も 薄 く し て お く と 、 上 記 弾 性  
部 材 が 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ に 押 さ れ て 横 方 向 に 縮 ん だ 際 の 上 方 向 の 膨 ら み に よ る 巾 木 ７ か ら  
の は み 出 し が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 上 記 室 内 構 造 の 施 工 方 法 に つ い て 説 明 し て い く 。 床 材 １ の 施 工 お よ び 天 井 仕 上 げ  
が 行 わ れ た 後 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ を 配 置 す る 前 の 段 階 に お い て 、 作 業 者 は 、 間 仕 切 り 壁 ５  
が 設 置 さ れ る べ き 箇 所 の 床 材 １ 上 に 、 板 材 ６ を 接 着 に よ り 仮 固 定 し 、 さ ら に 、 こ の 板 材 ６  
上 に 、 間 仕 切 り 壁 ５ の フ レ ー ム ５ １ を 接 着 に よ り 仮 固 定 す る 。 な お 、 フ レ ー ム ５ １ の 下 フ  
レ ー ム 部 の 下 面 に 、 板 材 ６ が 事 前 に 接 着 に よ り 仮 固 定 さ れ て い て も よ い 。 次 に 、 作 業 者 は  
、 板 材 ６ お よ び フ レ ー ム ５ １ の 下 フ レ ー ム 部 を 、 床 材 １ 上 に 、 ビ ス 等 を 用 い て 一 体 的 に 固  
定 す る 。 そ の 後 、 作 業 者 は 、 フ レ ー ム ５ １ に 壁 下 地 材 ５ ２ を 貼 付 す る 作 業 お よ び 、 床 材 １  
上 に 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ を 敷 く 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 間 仕 切 り 壁 ５ が 設 置 さ れ る べ き 箇 所 を 空 け た 状 態 で 、 無 垢 仕 上 げ 床 板 ２ を 、 間 仕 切 り 壁  
５ よ り も 先 に 配 置 し て 床 仕 上 げ を 行 う 施 工 方 法 と す る こ と も で き る 。 板 材 ６ は 、 そ の 中 心  
線 を 上 記 の 間 仕 切 り 壁 ５ が 設 置 さ れ る べ き 箇 所 （ 不 連 続 箇 所 ） の 中 央 位 置 に 合 わ せ て 配 置  
さ れ る 。 間 仕 切 り 壁 ５ が 設 置 さ れ る べ き 箇 所 の 横 幅 は 、 板 材 ６ の 幅 寸 法 に 、 上 記 離 間 の 距  
離 の 最 高 値 乃 至 最 低 値 の 範 囲 の 値 を 加 え た 値 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 、 図 示 し た 実 施 形  
態 の も の に 限 定 さ れ な い 。 図 示 し た 実 施 形 態 に 対 し て 、 こ の 発 明 と 同 一 の 範 囲 内 に お い て  
、 あ る い は 均 等 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 修 正 や 変 形 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１     ： 床 材
２     ： 無 垢 仕 上 げ 床 板
３     ： 大 引 き
４     ： 束
５     ： 間 仕 切 り 壁
６     ： 板 材
７     ： 巾 木
１ １   ： 下 地 板
１ ２   ： 捨 て 貼 り 合 板
５ １   ： フ レ ー ム
５ ２   ： 壁 下 地 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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